
P R O G R A M

2026年8月8日（土）14：30～19：00 2026年8月9日（日）8：30～13：15

日本眼科学会専門医制度生涯教育認定事業 No.25167〈申請中〉

眼科臨床実践講座
日 時

会 場

日 時 2026年9月2日（水）～9月24日（木）

1日目
ベルサール東京日本橋 〈地下2階 ホール〉

オンデマンド配信

2日目

2026年8月9日（日）

Luncheon Seminar形式

休　　憩17：20～17：35

休　　憩15：50～16：05

屈折矯正・
　白内障手術の勘どころ  
屈折矯正・
　白内障手術の勘どころ  

講 座

1

14：35～15：50

小児近視進行抑制の実際

コンタクトレンズ：一般眼科医のための必須知識
白内障手術～知っておくと差がつく、最新情報

五十嵐 多恵 先生
（東京都立広尾病院）

柳井 亮二 先生（徳島大学）

大鹿 哲郎 先生（筑波大学）

稲谷 大 先生（福井大学）座 長

P R O G R A M

2026年8月8日（土）

神経眼科・眼窩疾患で
　押さえるべき要点  

講 座

3

17：35～18：35

神経眼科診療  基本のキ
甲状腺眼症診療で知っておくべきこと

中馬 秀樹 先生（宮崎大学）

神前 あい 先生（オリンピア眼科病院）

近藤 峰生 先生（三重大学）座 長

大鹿 哲郎 先生（筑波大学）オープニングリマークス14：30～14：35

網膜疾患を広く深く学ぶ

講 座

4

8：35～9：50

AMD、CSC以外で知っておくべき黄斑疾患

網膜性か？視神経性か？鑑別のコツ

網膜の画像検査：ステップアップ

小沢 洋子 先生
（藤田医科大学東京 先端医療研究センター）

大久保 真司 先生
（おおくぼ眼科クリニック）

寺﨑 寛人 先生（鹿児島大学）

近藤 峰生 先生（三重大学）座 長

休　　憩11：30～11：50

今知っておきたい、ぶどう膜炎のトレンド

講 座

6

11：50～12：50

日本のぶどう膜炎の動向
全身疾患に伴うぶどう膜炎

蕪城 俊克 先生（自治医科大学）

園田 康平 先生（九州大学）

稲谷 大 先生（福井大学）座 長

大鹿 哲郎 先生（筑波大学）オープニングリマークス8：30～8：35

角結膜疾患を制する：
　診療の実践ポイント  

講 座

2

16：05～17：20

加藤 弘明 先生（京都府立医科大学）

戸所 大輔 先生（群馬大学）

森 洋斉 先生（宮田眼科病院）

ドライアイ
それ、本当にEKCですか？
翼状片

園田 康平 先生（九州大学）座 長

18：55～19：00 クロージングリマークス 大鹿 哲郎 先生（筑波大学）

13：10～13：15 クロージングリマークス 大鹿 哲郎 先生（筑波大学）

ライブ症例検討会～on-site限定②12：50～13：10

田上 瑞記 先生（大阪公立大学）

大鹿 哲郎 先生（筑波大学）座 長

腫れている（炎症）のか、
　出来ている（腫瘍）なのか、それが問題だ

シラバス冊子（紙媒体）は、現地参加の方にのみご提供となります。
お申し込み前に、表紙に記載の「シラバス冊子（紙媒体）ご提供対象のお知らせ」をご確認ください。!

●● ●● 先生●● ●● 先生●● ●● 先生４ ●● ●● 先生５ ●● ●● 先生

順位発表

休　　憩9：50～10：05

見直し！緑内障治療2026

講 座

5

10：05～11：05

プロスタノイド受容体関連薬アップデート
緑内障治療と眼瞼下垂

稲谷 大 先生（福井大学）

柚木 達也 先生（富山大学）

大鹿 哲郎 先生（筑波大学）座 長

Santen Sponsored Seminar11：05～11：30 大鹿 哲郎 先生（筑波大学）座 長

眼瞼下垂の診断と治療 
　―臨床で見落としたくないポイント―

石川 均 先生（北里大学）

クイズ形式
目指せ全問正解！

ライブ症例検討会～on-site限定①18：35～18：55

吉田 朋世 先生
（国立成育医療研究センター）

大鹿 哲郎 先生（筑波大学）座 長

そのこども、本当に帰して大丈夫？現地開催
のみ

現地開催
のみ

クイズ形式
目指せ全問正解！

❶
❷

❸
❹

眼科臨床実践
講座の代表世

話人は？

大鹿先生 稲谷先生

近藤先生 園田先生

2026

最優秀賞　松本 大蔵先生1日目 最優秀賞　鈴木 優太先生2日目

毎年各分野エキスパートの先生方の講義を纏めて聴講
できる本講座を楽しみにしており、この度このような賞
をいただけて
大変嬉しく思い
ます。今回学ん
だことを臨床に
活かせるよう
日々精進してま
いります。

この度、最優秀聴講者賞を尊敬する弊学教授である近藤先生の前で受賞するこ
とができ、大変光栄に存じます。まだまだ駆け出しの身ではございますが、本テキ
ストおよびご恵贈いただいた最新版『眼
科学』を繰り返し読み込み、日々の診療に
還元して参りたいと考えております。最後
になりますが、本会を企画・運営してくだ
さった世話人の大鹿先生、稲谷先生、近
藤先生、園田先生、ならびに共催の参天
製薬株式会社に深く御礼申し上げます。

2025年の最優秀聴講者コメント ～早押し！理解度試験～




